
与党肝炎対策に関するプロジェクトチーム次第

平成21年 7月 8日 (水)

14時 30分 ～於:与党政調③

一、開会 の挨 拶    川 崎 二 郎 座長

一、新しい肝 炎総合対策の取組状況 について

一 、その他

(質 疑 口応 答)

一 、閉会

(説 明) 厚 生労働省  上 田 健 康 局 長

正 林 肝炎対策推進室長



新 しい肝炎総合対策の一層の推進にういて

平成 21年 7月 8日

与党肝炎対策に関するプロジェク トチーム

昨年 12月 に与党が取 りまとめた 「新 しぃ肝炎総合対策の一層の推進」に基づ

き、本年、4月 から肝炎インターフェロン治療の医療費助成制度の運用変更が行わ

れるなど新たな取組が推進されているところである。肝炎恙者のユーズや実情等

を踏まえ、一人でも多くの方が治療を受けやすい環境 を整備するべ く、総合的な

肝災対策 をよリー層推進するため、政府においては、下記事項につき、迪切な対

応を図られることを求める。

記

(肝炎の 医療 費助成事 業について)
一、 B型 ‐C型 肝 炎に対 し、根治 を目的 と したインター フェロンの 医療費助

成 を行 って きたが、 C型 肝 炎に●・lす る肝がん予防 を目的 と した投与 につい

て、 その効果 を検証 し、助成の是非について早急 に結論 を得 ること。

また、B型 肝 炎に対す る核酸 アナログ製剤及 び定期 的 な検 査の費用 につい

て、 その助成 のあ り方 を検討す ること。

(肝炎ウイル ス検 査 について)   ´
一、 肝 炎恙者の早期発見のため、 自治体 の実施 す る肝 炎ウイルス無料検 査に

ついて、受診機会 を確保す るこ とが難 しヽ` と考 え られ る労働者 に も受診 し

やすい検 査体制 のあ り方 を検討 す ること。

(治療体制 の整備 について)
一、 肝 疾 患診療逹 携拠点病院 については、全都道府県での指定 を早急 に実現

す るとともに、指定 された拠点病院の実態調査 を行 うな ど して、機 能充実

に向 けた取組について検討 す ること

(情報提供 の充実について)
二、 昨 年、設 置 された肝 炎情報セ ンター について、 B型 ・C型 肝 炎恙者の方

それ ぞれのニー ズ を踏まえた情報提供の あ り方 につい て検討す るこ と。

(研究について)
一、 肝 炎及 び肝硬 変 に対す る効果的 な新薬の開発等、肝 炎研 究 7カ 年戦略 に

おけ る日標逹成 に向 けて研 究の充実に芳 め ること。



「新 しい肝炎総合対策」の取組について

平成21年 7月 8日

厚 生 労 働 省 健 康 局
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１

「新しい肝炎総合対策」の実施

→ 「インターフェロン治療に対する医療費助成」開始

肝炎治療戦略会議が「肝炎研究7カ年戦略」取りまとめ

「第1回全国肝炎総合対策推進懇談会」開催

国立国際医療センター国府台病院に「月干炎情報センター」設置

肝炎治療戦略会議が「C型 慢性肝炎難治症例に対するペグイン

ターフェロンおよびリバビリン併用療法における延長投与(72週

投与)について」取りまとめ

「第1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会J開催

「肝炎情報センターホームページ」開設

「第2回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会]開催

月

　

　

　

　

　

　

月

　

　

月

４

　

　

　

　

　

　

　

５

　

　

　

６

・「インターフェロン治療に対する医療費助成」運用変更

→ 1.助成期間の延長(72週投与)に関する運用の変更

2.自己負担限度額の階層区分の決定に関する運用の変更

・「インターフェロン治療体験談募集結果」の公表

口「第2回 全国肝炎総合対策推進懇談会J開催

新しい肝炎総合対策の主な取組について

(平成 20年 4月 ～平成 21年 6月 )
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肝 炎 対 策 の 推 進

【肝炎対策関連予算額 (厚生労働省分)】
21年 度 205億 円 (20年 度 207億 円)

【施策の方向性】
○ 肝 がんべの進行予防、肝炎治療の効果的促進のため、経済的負担軽減を図る。
○ 検 査 ・治療 ・普及 ・研究をよリー層総合的に推進する。
O 検 査未受診者の解消、肝炎医療の均てん化、正しい知識の普及啓発等を着実に
実施していく。

ア.イ ンター フェ″二

○ イ ンター フエロン治療に関す る医療費の助成の実施
・B型 及びC型 肝炎患者であって、インタ=フ ェロン治療を必要とするすべての肝炎患
者がその治療を受けられるよう、医療費を助成。
※一定の条件を満たし72週投与が必要な患者に対し助成期間を延長する。

○ 保 健所における肝炎ウイルス検査の受診勧奨と検査体制の整備
・検査未受診者の解消を図るため、医療機関委託など利便性に配慮 した検査体制を
整備。
※緊急月千炎ウイクレス検査事業の延長。

○ 市 町村等における肝炎ウイルス検査等の実施

3_鯖 感瞥聾め維進ルタ会三夕りの″炎差済の発進.
″製蜃ン ″″1～患百へ″刃Z          gは R1  71

0 診 療体制の整備の拡充
・都道府県において、中核医療施設として 「肝疾患診療連携拠′点病院」を整備 し、患

者、キャリア等からの相談等に対応する体制 (相談センター)を 整備するとともに、
国が設置 した 「肝炎情報センターJに おいて、これ ら拠点病院を支援する。
※肝疾患相談センターに対する補助について、1都道府県当たりから1拠点病院当たりの補助とする。

○ 肝 硬変 ・肝がん患者に対する心身両面のケア、医師に対する研修の実施

r野 `…`る rT′ ■́1

○ 職 場や地域などあらゆる方面への正しい知識の普及

○ 肝 炎研究フカ年戦略の推進
。「肝炎研究7カ年戦略Jを踏まえ、肝疾患の新たな治療方法等の研究開発を推進。

※肝炎研究基盤整備事業の実施 (新規)

○ 肝 疾患の治療等に関する開発 ・薬事承認 ・保険適用等の推進
・治療薬等の研究開発の状況に応じて、速やかな薬事承認 ・保険適用の推進6



平成21年度                   ヽ
インターフェロン医療費助成に係る運用上の変更点について

1.投 与期間の延長について(72週投与)

2.所 得階層区分認定の例外的取扱いについて

出
―
―
」

● 助成期間は、原則1年間。

21年 度: 一 定の条件を満たし、医師がペグインター

フェロン及びリバビリン併用療法の延長投与
(72週投与)が必要と認める患者について、
助成期間の延長を認める。

● 自 己負担限度額決定のための、所得階層区
分認定は、申請者の住民票上の「世帯」全員の
市町村民税課税額の合計による。

H21年 度:  住 民票上の「世帯」を原則としつつも、
税制上・医療保険上の扶養関係にない者
については、例外的な取扱い(課税額合
算対象から除外)を認める。

-3-



平成 20年 度肝炎インターフェロン治療受給者証交付申請件数等調 (4月 ～ 12月 分)

ｌ
●
ｌ

(単位 :件)

都道府県名
4 月 7 月 月 9 月 10月 11月 12月

‐ 申 請
'

交 付 書 付 卒 付 aCIイ=+ 卒 什 由 譜 書 伺 春イマ十 卒 什

」ヒ  "= 4 1 602 1.447
0 34 1 141 ,0 38 1

岩  手  県 0 40 4 2

0 79 9 0

秋  田  県

形 0 104 1 0 1 2′b 273
94 88 50:

茨  城  県 1

末 1

鳥

埼  玉 ;1'60 399 246 1 1

千 867 :1,,1 I1162 1 11_482 1 475
95 2,0 1 1 607

わ奈 川 県 363 12801

57

12 309
石  1 : :  巨 443

101 19 ,9 18 lm

山  梨  県 ,, 1

39 2

68 1 5,,

4

知
`雌

鞭 r2241 1 1:751 1 688

99

33 77 7 1 30 2 1

0 807
阪 625 270 25ι 225

兵  庫 1 l,3 1,3 1.790
李  自 70 4

和 ヨ欠 山 176 68 587
鳥   劇又  県 0 36 7 232
島  根 78 ノb 1 b l 403 鰤

岡  山 84 lb9
広  島  県 18′ 1 1.327
Ш  ロ

領  島 9, 55

1 4

4 509
知 ・ 120 3 4

岡 ,65 2 558
管 11781 ‖4 1 660
崎

熊  本 | 0 0 720
1 1 33

宮  崎  県 1

恵 児 島 県 1

1 7

〈
曰 計 『4531 1.456 5,921 4,121 6.724 6.283 4:757 6.332 3,637 4.335 3.149 3,997 ■251 3.533 2,758 3,063 2.351 2.614 38,001 35,734

(注) 1  -部 の自治体で 4月 の申腋件数が 0件 となっているのは、受付を5月 に開始 しているためである。

2  -部 の自治体で交付件数が 0件 となつているのは、受綸者証の交付が聖月以降に行われているためである。

3  月 ごとの申請件数と交付件数については、各 自治体における認定協議会の開催時期等が異なるため、必ず しも対応 していない。

4  申 請件数等は、国の制度による実績の数値であり、自治体単独事業による数値は,ま れていない。



日局室
‐。康農
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１
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成生耐

平
厚
疾

平成20年 度肝炎インターフエロン治療受給者証交付者数調(階層区分別(4月～12月 分))

１
０
１

(注)階 層区分(国制度)は、それぞれ以下のとおり。

l Aは 、世帯当たり市町村民税(所得割)課税年額が65,000円 未満の者で、自己負担限度額(月額)は10,000円 。
2.Bは 、世帯当たり市町村民税(所得割)課税年額65,000円 以上235,000円 未満の者で、自己負担限度額(月額)は30,000円 。
3.Cは 、世帯当たり市町村民税(所得割)課税年額235,000円 以上の者で、自己負担限度額(月額)は50,000円 。

(単位 :人、%)

階 層 区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

A

受給者数 666 1,864 3068 3,122 2,076 2,022 1,681 1510 17,290

シ ェ ア 45.74 45.23 48.83 49.31 47.89 50.59 47.58 49.30 4901 48.39

B

受給者数 511 1,444 2,192 2,093 1,412 1,280 1,161 990 807 11,890

シ ェ ア 35,10 35.04 34.89 33.05 32.57 32.02 32.86 3087

C

受給者数 279 813 1,023 1,117 847 695 691 563 526 6,554

シ ェ ア 19.16 19.73 16.28 17.64 19.54 17.39 19.56 18.38 20.12



)治療のＦＮ

て

０

し

なぜ、利用がのびないのか
(原因分析)

①肝炎患者・感染者
であることを知らない。

②肝炎患者・感染者
であることを知ってい
る。

・肝炎治療に

適した医療機
関ヘアクセスで
きていない。

1通院してい
る。

・地域の診療
体制が出来
ている。

③肝炎患者・感染
者であり、IFN治

療適応者であると
の自覚があるが、
IFN治療を受けて
いイ婁い。
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キ ー 肝 π ｌ 灘 再 ′ 覇 冷 Ｇ へ き ” 部 畔 膵 順 も 叫 か ” ψ ′

琳 た 針 ＝ 押 叶 コ ワ バ ′ 彗 翔 番 π ′ 湖 も 喜 輝 鮮 叫 か ロ ト 戦 鞣 鼎 。

・ 躊 陣 ト ロ Ｆ 覇 浄 が 麟 輝 Ｓ π Ｏ ， べ ′ ｍ 瞥 鮮 国 か ｏ

（ ＝ 爵 Ｎ ｏ 捕 一 Ｎ コ ′ 汁 田 サ ン ロ 排 敲 聯 □ 暮 脚 ⇒ ” 百 ′

郊 叫 態 翁 ビ 精 僻 百 ０ ， バ ′ 丑 ｃ ン き 。 ）

日
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

（ 判 濤 Ｎ 〓 ＃ ４ コ 燎 軍 ′ □ 丼 翻 ヨ ” Э 欝 ヨ 麟 聯 バ ′ 卜 回 ０ 開 淋 藤 コ 百 ４ ｃ べ ′

Ｃ Ｉ Ч て く ７ 日 卦 ′ 冊 ヨ サ 伊 ′ 「 潜 酬 江 準 （ 滑 罰 ｃ 計 酬 峠 百 ′ 態 卜 騨 精 ワ 汁 記 〈 ” ψ

丼 拙 。 ）

・ 覇 喜 出 ヨ π ” き 眸 ′ 朧 卜 麟 口 田 歴 肝 贈 Ｐ Ｌ は 四 日 膊 陥 熊 爵 屁 ド

（ 準 コ 舟 叶 ′ 詳 騨 ′ ヘ マ ☆ ― ヽ く ７ 呻 て 吼 ′ ｕ ｃ 斗 ′ 淋 纂 ヰ ヘ ７ ＝ ′

い 琳 針 激 暮 麟 コ ， 態 翁 蒙 粕 。 ）

汁 ∧ 目 閣 圏 Ⅳ 』 口 睦 ぼ Ｐ 肝 騰 ｈ 巳 民 国 階 膵 隧 剛 阿 睡 Ｆ Ｌ 剛 剛 ｄ 計 が 日 針 ∨ ′

∧ 覇 冷 Э 丼 熙 ｄ ′ へ ヾ ☆ Ｉ Ч Ｈ ロ マ 部 滸 中 命 洒 熙 ′ 覇 沈 ざ ＝ ， Э 鱗 ゴ 叶 罫 卜 ｄ 叶 ぶ ｒｉ 館 ∨ 百

０ ワ バ ′ コ 吉 ｃ ′ 酬 峠 肩 漱 ｃ ′ 判 当 Э 融 罰 口 沐 潮 中 南 叫 鞣 湘 ｏ

・ 諄 計 鵬 諄 丼 π 計 尋 ぶ 覇 浄 雄 滸 π 索 か 爵 謝 計 渦 中 朋 珊 ｏ

（ ＝ 爵 Ｎ ｏ 令 ‘ 一 コ ′ 引 喜 Ｎ 一 ■ Ｏ コ ′ 彗 醜 コ 輌 ＝ 肩 お 平 ら 舟 謝 淋 詳 丼 浄 百 ０ ワ バ ′

Ч 斗 ロ ー Ｎ く ゝ ・ ）

（ 嬰 醐 郵 輌 蘭 鵬 峠 ” Ⅷ ＝ Э 藤 ” 鮮 型 コ ｃ ′ 叫 計 ′ 醐 轡 騒 鵬 百 ” ｃ ′ 当 醐 コ 獅 ＝ 百 ４ ⊂ ′

舟 謝 部 壽 肩 ０ ， べ ′ 爵 ヨ 丼 樹 。 ）

ｌ せ ｌ



★患者が適切な医療機関ヘアクセスできるよう、体制拡充の必要。

拠点病院を中心とする、専門医とかかりつけ医の診療ネットワーク構築が、喫緊の課題。

1都道府県における肝疾患診療連携拠点病院の体制拡充。
i→

平成21年 6月 1日現在、37府 県50病 院指定済み。
｀

(平成20年 12月 、都道府県に通知を発出し、拠点病院の早期指定、及び専門医療
機関の確保について、要請。)
(拠点病院未指定の自治体に対 しては、直接現地に赴き、早急な指定を要請。)

・国の「肝炎情報センター」の機能充実。

(平成20年 11月 、3月 都 道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会開催:)
(平成20年 12月  ホ ームページ開設。)

平成20年 10月～12月 、厚生労働科学研究班において、インターフェロン治療の現状把握のため

アンケート調査を実施.

その結果、肝炎患者が、自ら、イカ ーフェロン治療を選択眈 かった一番の要因は、:

『忙しく、入院や通院が0な いからJであつた。

★「忙しいJという方の理由としては、

A:仕事の都合がつかないこと、

B:病気の深刻さについて情報が不足しているため、治療へのモチベーションが低いこと、

等が考えられるため、対策を講じることが必要。

A:診 療アクセス改善モデルの構築に向けた研究実施。

(仕事で忙 しい方もインターフェロン治療を受けられるよう、下記 2項 目等に
ついて研究を実施し、インターフェ白ン投与に係る地域診療モデルの在り方
を検討。)

①インターフェロン平日夜間 ・土日の外来診療、土日入院の実施

②入院期間短縮のための診療環境整備

B:肝 炎治療の必要性等、肝炎についての、啓発キャンペーンの実施.

(平成 21年 3月 ～5月 、インターフェロン治療体験談の公募、
体験談 リーフレットの作成、自治体等への配布。)
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〔参考〕 インターフェロン治療を断つた理由
(「肝炎患者に対するインターフェロン治療の現状に関する調査」(3/7公 表予定)より抜粋)

(参考)インターフェロン治療を医師に勧められるも治療を断つた主な理由の頻度
芹 止 人 臣 口 : : ⌒ L : ^ ■‐ ハ : _ ハ ハ ヽ

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

49歳以下 70歳 以上

※2008年10月10日から12月8日までの期間、28の
医療機関(27国立病院機構病院および国立国際
医療センター)で実施したインタマフェロン(IFN)
治療に関する患者アンケート集計結果(N=895)

厚生労働科学研究費補助金
(肝炎等克服緊急対策研究事業)研究報告

「データマイニング手法を用いた
効果的な治療方法に関する研究」

主任研究者
国立病院機構長崎医療センター

臨床研究センター治療研究部長
八橋 弘

Q.インターフェロン治療を断つた方(130人)のうち、
その理由の中で最も当てはまると思うものについて。    |

(有効回答数(N=97)、頻度の高い順に列記)

1.

2.

3ロ

4.

5ロ

忙しく、入院や通院ができない

副作用が心配

高齢だから

自覚症状が無く、必要ない

お金がかかるから

34A (350/o)

27人 (28%)
8人 (8%)

6人 (6%)
5人(5%)

年齢層別の比較(N=96)

〔アンケート概要〕
ウイルス

けたことがある 341人

中、予定あり 204人 (23

337人    (380/0)

209人    (620/0)

130人 (62%)

Q.IFN治療を勧められたことがあるか?

A.勧められた

Q.IFN治 療を勧められたものの断つた?



平成 21年 6月 10日
健 康 局 疾 病 対 策 課
肝 炎 対 策 推 進 室

各 自治体 における肝 炎対策の現 状 につ いて

各自治体における肝炎対策の現状について、以下のとおり取りまとめましたのでお知ら
せします。

1.肝 炎ウイルス検査の実施状況
〔調査対象 :都道府県、保健所設置市t特別区 (計136)〕

すべての都道府県、保健所設置市及び、特別区 (計136)に おいて、保健所又は委託
医療機関における無料検査を実施していますも

(1)保 健所における無料検査
割合

実施自治体数         122/136  89.7%
(※予定含む)

※非実施の14自治体では委託医療機関における無料検査等により対応

(2)委 託医療機関における無料検査
割合

ア 実 施自治体数        94/136  69.1%
イ 実 施予定自治体数      10/136  7.4%

(※検討中含む)

※実施予定なしの32自治体では保健所検査や他事業により対応

2.「 肝疾患診療連携拠点病院」の指定状況 〔調査対象 :47都 道府県〕

肝疾患に関する医療情報の提供、専門医療機関等に関する情報の収集や提供等を目的
として都道府県ごとに指定することとされている肝疾患診療連携拠点病院の指定状況は
以下のとお りです。

ア 指 定済み          37/47
 ヽ     イ  指 定予定            8/47

3.「 専門医療機関」の確保状 〔調査対象 :47都 道府県〕

都道府県において肝疾患に関する専門的な治療を行 うことができる医療機関 (専門医
療機関)の 確保状況は以下のとおりです。

4.「 肝炎対策協議会」の

都道府県において肝炎対策を推進するために必要な検討を行うこととされている肝炎
対策協議会の設置状況は以下のとおりです。

ア 確 保済み
イ 確 保予定

設置済み
(※既存組織の活用含む)

3 5 / 4 7

1 0 / 4 7

〔調査対象 :47都 道府県〕
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自治体名

保健所での無料実施 委 託 医 療 機 関での 無 料 実 施

実施済み 実施予定なし保健所数
検査実施
箇所数

実施済み
実 施 予 定

予定年月
実施草=なし委託医療機関数

1 北 海  道 ○ ○

2 青  森  県
H224か ら
実施手F

6 O

3 岩 手  県 ○ ○

4 宮 城  県 0 7 ○

5 秋 田  県 0 8 O    H21 7

6 山 形  県 O 4 O

7 福 島  県 ○ 6 O

8 茨 城  県 O ○

9 栃 木  県 ○ 5 ○

群 馬  県 ○ ○ 未定

埼  玉  県 ○ ○ 1.313

2 千 葉  県 O O

3 東 京  都 ○ 7 ○ l,169

4 神 奈 川 県 O ○

5 新 潟  県 ○ O

6 富 山  県 ○ 4 検討中

石 県 ○ 4 O

福  井  県 ○ 6 7 ○

山 梨  県 ○ 4 5 ○

長 野  県 ○ ○

岐 阜  県 O フ 7 ○

静 岡  県 O 7 7 O

愛 知  県 ○ O

二 重  県 ○ 8 8 ○ 子り1,300

滋 賀  県 ○ 6 6 ○ 子り180

京 都  府 O 7 8 O

大 阪  府 O 0 約4,700

兵 庫  県 ○ O

奈  良  県 ○ 5 5 ○

和 歌 山 県 ○ 7 8 ○

鳥 取  県 ○ 4 3 O

島 根  県 ○ 7 7 O  I H21 10

岡 山  県 ○ 5 9 O

広 島  県 ○ 4 7 0

山 口  県 O 8 8 O

徳 島  県 ○ 6 6 ○

香  川  県 O 4 4 ○

愛 媛  県 ○ 6 6 ○

高 知  県 ○ 5 5 O

40 福 岡  県 0 O

佐 賀  県 O 5 5 ○ 259

長 崎  県 ○ 8 8 O    H21中

熊 本  県 O ○ 636

大 分  県 ○ 6 6 ○

宮 崎  県 ○ 8 8 ○

鹿 児 島 県 O O

沖 縄  県 O 6 6 O    H21中

道 府 県
餅

0 380 /

各自治体の肝炎対策(検査・肝疾患診療連携拠点病院・肝炎対策協議会)の現状について

I 肝炎ウイルス検査の実施状況 平成21年5月31日現在

- 1 1 -



自治体名

保健所での無料実施 委 託 医療 機 関 での無 料 実 施

実施済み 実施予定なし 保健所数
検査実施
箇所数

実施済み
実 施 予 定

予定年月
実施予定なし 委託医療機関数

札 幌  市 ○ 1 0 ○

仙 台  市 O 5 5 ○

さいたま市 O 1 ○

千  葉  市 O 1 ○

横 浜  市 ○ 0 ○ 1,017

川 崎  市 ○ 7 O

新 潟  市 ○ 1 O

静 岡  市 O O

浜 松  市 O ○ 5

名 古 屋 市 ○ ○

京 都  市 O ○ 1

大 阪  市 O O

堺 市 ○ 8 O

神 戸  市 O 1 O 約960

岡  山  市 ○ 1 O

広 島  市 O 8 ○ 約1,200

北 九 州 市 O 1 O

福 岡  市 O 7 ○

暉令指定都市
卦

2 0 / 2

函 館  市 O 1 O

旭 川  市 O 1 1 ○

青 森  市 O 1 O

盛 岡  市 ○ : O

秋 田  市 O i O

郡  山  市 O : O

い わ き 市 O 1 O

宇 都 宮 市 O ○

前 橋  市 O 1 O

川 越  市 ○ O

船 橋  市 ○ 1 1 O    H21中

柏 市 ○ ○

横 須 賀 市 ○ 1 1 O

相 模 原 市 ○ 1 O

80 富 山  市 ○ : l O

金 沢  市 ○ 1 1 O

長 野  市 O 1 1 ○

岐 阜  市 O : 1 ○

豊 橋  市 0 1 1 0

岡 崎  市 0 1 O

豊 田  市 ○ 1 O

大 津  市 O : O 275

高 槻  市 O 1 O

東 大 阪 市 O O

姫 路  市 O 1 1 ○ 225

西 宮  市 O 1 O

奈 良  市 O l ○

和 歌 山 市 O 1 1 O

倉 敷  市 O ○

福 山  市 O 1 ○ 1

下 関  市 O 1 1 ○

高 松  市 O 1 1 O 1 1

松 山  市 0 1 1 ○

高  知  市 O 1 1 ○ 349
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自治体名

保健所での無料実施 委 託 医 療 機 関 での 無 料 実 施

実施済み 実施予定なし保健所数 鰤鍛
実施済み

実 施 予 定

予定年月
実施予定なし 委託医療機関数

久 留 米 市 O 1 O

長  崎  市 O 1 O    H21中 検討中

熊 本  市 ○ 1 ○

大 分  市 O ○ 154

宮 崎  市 O 1 O

鹿 児 島 市 ○ 1 O

小 樽  市 ○ 1 O

八 王 子 市 O ○

藤 沢  市 ○ : ○

四 日 市 市 O 1 O

尼 崎  市 O 1 ○

旦 市 ○ 1 ○ 約230

大 牟 田 市 ○ ○

佐 世 保 市 ○ 1 O    H21中

1 核 市 等
卦 3

千 代 田 区 O 1 0

中 央  区 ○ 1 O

港 区 ○ ○ 8

新 宿  区 ○ 1 O

文 京  区 O ○

台 東  区 ○ 1 O

墨  田  区 ○ ○ 103

江 東  区 ○ O    H21中

品  川  区 ○ ○

目 黒  区 ○ ○

大  田  区 ○ ○

世 田 谷 区 ○ 1 ○

渋  谷  区 ○ ○

中 野  区 O 1 ○

杉 並  区 O 1 ○

豊  島  区 ○ 1 ○

区 O 1 O

荒 川  区 O ○

板 橋  区 ○ ○

練  馬  区 ○ ○

足  立  区 O ○ 4

葛 飾  区 ○ 1 O 8

江 戸 川 区 O O 1

特  別  区
許

17 6 1 7

〈
ロ 計
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Ⅱ 肝疾患診療連携拠点病院等の整備状況、 Ⅲ 肝炎対策協議会の設置状況

0ヽ 自治体名

I肝 疾患診療連携拠点病院等の整備状況 Ⅲ 肝炎対策協議会の設置状況

拠点病院の指定状況 専門医療機関の確保状況 設 置 状 況

指定済み
指 超 予 定

予定年月
未 定 確保済み

確 呆 予 定

予定年月
未 定 設置ぉみ類似組総

設 置 予 定

1 予定年月

1 北 海 道 ○ ○ H219 0

青 森 県 0 O 0

岩 手 県 ○ 0 O

4 宮 城 県 ○ O 0

秋 田 県 O ○ O

山 形 県 0 ○ O

フ 福 島 県 O H 2 1中 ○ ○

茨 城 県 O O 0

9 栃 木 県 0 O O

群 馬 県 ○ ○ H218 0

埼 玉 県 O 0 O

千 葉 県 0 0 O

東 京 都 0 0 0

神奈 川県 ○ O O

新 潟 県 0 0 H21中 0

富 山 県 0 O O

17 石 川 県 0 0 0

福 井 県 O 0 0

山 梨 県 O 0 0

長 野 県 0 ○ 0

岐 阜 県 O 0 0

静 岡 県 O 0 0

愛 知 県 0 0 0

二 重 県 0 0 H217以 降 ○

滋 賀 県 0 H216 0 H216 0

京 都 府 O O 0

大 阪 府 0 O O

兵 庫 県 0 0 O

奈 良 県 0 0 0

和 歌 山県 O 0 H21中 0

鳥 取 県 0 0 H218 0

島 根 県 O 0 H216 0

同 山 県 0 0 0

広 島 県 0 O O

山 口 県 0 O 0

徳 島 県 0 0 0

香 川 県 0 0 O

愛 媛 県 0 0 0

高 知 県 0 0 0

福 岡 県 0 H21中 0 0

佐 賀 県 0 , 0 0

長 崎 県 0 0 O

熊 本 県 0 0 0

大 分 県 0 O 0

宮 崎 県 0 H216 0 H216 0

鹿児島県 O 0 O

沖 縄 県 O H21中 0 H 2 1中 0

△
ロ 計 8 01
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都道府県肝疾患診療連携拠点病院一覧

平成21年7月1日現在

都道府県名 施 設 名 所 在 地

1 北 海  道

青 森  県

岩 手  県 岩手医科大学附属病院 盛岡市内丸 19-1

宮 城  県 国立大学法人 東北大学病院 仙台市青葉区星陵町1-1

秋 田  県
国立大学法人 秋田大学医学部附属病院 秋田市広面蓮沼44-2

市立秋田総合病院 秋田市川元松丘町4-30

山 形  県

福 島  県

茨 城  県
株式会社 日立製作所 日立総合病院 日立市城南町二丁目1番1号

東京医科大学茨城医療センター 稲敷郡阿見町中央三丁目20番 1号

栃 木  県
自治医科大学附属病院 下野市薬師寺3311-1

獨協医科大学病院 下都賀郡壬生町北小林880

群 馬  県 国立大学法人 群馬大学医学部附属病院 前橋市昭和町3-39-15

1 埼 玉  県 埼玉医科大学病院 入間郡毛呂山町毛呂本郷38

2 千 葉  県 国立大学法人 千葉大学医学部附属病院 千葉市中央区亥鼻1-8-1

3 東 京  都

神 奈 川 県

横浜市立大学附属市民総合医療センター 横浜市南区浦舟町4-57

聖マリアンナ医科大学病院 川崎市宮前区菅生2-1-1

北里大学東病院 相模原市麻溝台2-1-1

東海大学医学部附属病院 伊勢原市下糟屋143

新 潟  県 国立大学法人 新潟大学医歯学総合病院 新潟県新潟市中央区旭町通一番町754番地

富 山  県
富山県立中央病院 富山市西長江2-2-78

市立砺波総合病院 砺波市新富町1-61

石 川  県 国立大学法人 金沢大学附属病院 金沢市宝町 13-1

福 井  県 社会福祉法人 恩賜財団 福井県済生会病院 福井市和田中町舟橋7-1

山 梨  県 国立大学法人 山梨大学医学部附属病院 中央市下河東1110

長 野  県 国立大学法人 信州大学医学部附属病院 松本市旭3-1-1

岐 阜  県 国立大学法人 岐阜大学医学部附属病院 岐阜市柳戸1-1

静 岡  県
順天堂大学医学部附属静岡病院 伊豆の国市長岡1129番地

浜松医科大学医学部附属病院 浜松市東区半田山1-20-1

愛 知  県 名古屋市立大学病院 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄1

三 重  県 二重大学医学部附属病院 二重県津市江戸橋2丁目174

滋 賀  県

京 都  府
国立大学法人 京都大学医学部附属病院 京都市左京区聖護院川原町54

京都府立医科大学附属病院 京都市上京区河原町通広小路上る梶井町465

大 阪  府

関西医科大学附属滝井病院 守口市文園町10番 ¬5号

近畿大学医学部附属病院 大阪狭山市大野東377-2

国立大学法人 大阪大学医学部附属病院 吹田市山田丘2番 15号

大阪市立大学医学部附属病院 大阪市阿倍野区旭町1-5-7

大阪医科大学附属病院 高槻市大学町2番7号

兵 庫  県 兵庫医科大学病院 西宮市武庫川町1番 1号

奈 良  県 公立大学法人奈良県立医科大学附属病院 経原市四条町840

和 歌 山 県

鳥 取  県 国立大学法人 鳥取大学医学部附属病院 米子市西町36番地1

島 根  県 国立大学法人 島根大学医学部附属病院 出雲市塩治町89_1

岡 山  県 国立大学法人 岡山大学病院 岡山市鹿田町2-5-1

広 島  県 国立大学法人 広島大学病院 広島市南区霞1-2-3

山 口  県 国立大学法人 山口大学医学部附属病院 宇都市南小串1-1-1

徳 島  県 国立大学法人 徳島大学病院 徳島市蔵本町2-50-1

香 川  県 香川県立中央病院 高松市番町5-4-16

愛 媛  県 国立大学法人 愛媛大学医学部附属病院 東温市志津川

高 知  県 国立大学法人 高知大学医学部附属病院 南国市岡豊町小蓮185-1

福  岡  県

佐 賀  県 国立大学法人 佐賀大学医学部附属病院 佐賀市鍋島5-1-1

長 崎  県 独立行政法人 国立病院機構 長崎医療センター 長崎県大村市久原2丁 目1001-1

熊 本  県 国立大学法人 熊本大学医学部附属病院 熊本市本荘1-1-1

大 分  県 国立大学法人 大分大学医学部附属病院 由布市挟間町医大ヶ丘1-1

宮 崎  県

鹿 児 島 県 国立大学法人 鹿児島大学病院 鹿児島市桜ヶ丘8-35-1

沖 縄  県
計 3 7 府 県 ・ 5 0病 院
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平成19年度特定感染症検査等事業による肝炎ウイルス検査件数

自治体

肝炎ウイルス検査事業 緊急肝炎ウイルス検査事業

保健所実施 医療機関委託 医療機関委託

B型 C型 計 B型 C型 計 B型 C型 計

都道府県計 60,724 73,461 134,185 806 1,626 14.879 15,050 29,929

保健所設置市計 36,898 40,433 77,331 15,306 15,572 42,716 43,554 86,270

特別区計 4,602 4592 9,194 3,238 3,239 6,477

検査件数合計 102,224 118,486 220,710 19,350 4,325 23,675 57,871 58,886 116,757

)「緊急肝炎ウイルス検査事業」とは、平成20年 1月か こよる無 で ル

自治体名

肝炎ウイルス検査事業 緊急肝炎ウイルス検査事業

備考呆健所実舶 医療機関委モ 医療機関委託

B型 C型 計 B型 C型 計 B型 C型 計
1 北  海  道 5,320 5,606 10.926 0 0 0 0 0

2 主
円 森 県 1.351 0 0 0 0

3 石 手 県 1.298 1.504 2.802 0 0 0 0 0

4 宮  城 2.246 2.346 4592 0 0 0 0 0

田 982 1951 0 0 0 0 0 0

山  形 150 300 0 0 0 3

菖  島 423 423 846 0 0 0 0 0 0

茨 1.724 2020 3,744 0 0 0 0 0 0

9 万 1:348 1.348 0 0 0 0 0 0

10 詳  馬 2069 2594 4,663 0 0 0 0 0 0

崎 玉 県 4,606 6,060 10.666 0 0 0 0

12 千 葉 県 6,386 7,488 13.874 0 0 0 0 0

13 東 一泉 割 682 1.364 457 471 928 3,582 3,745 7.327

14 神 奈 川 県 1,229 1,568 2.797 0 0 0 0 0 0

新 潟 県 646 0 0 0 0

山 県 1.450 0 0 0 0 0

石  川  県 880 880 1760 0 0 0 0 0

県 885 1.112 1、997 0 0 0 0 0

山 県 1809 0 0 0 0 0

20 2.938 3.102 6040 0 0 0 0 0

岐 665 664 1329 0 0 438 438 876

3.184 1.990 5_174 0 0 0 0 0

番 1992 4668 6,660 0 0 0 0

重 1593 3677 5,270 0 0 0 250

滋  賀 2229 4,564 0 0 0 241

26 京  都 1367 1_526 2.893 0 0 0 342

大  阪  府 1,171 1,171 2.342 0 0 8,616 8,616 17.232
丘 庫 県 2,056 0 0 0 0
き

良 蝙 1,107 1.656 0 0 0 0 0

30 :口歌 山 県 1686 0 0 45 47

島 取 県 720 1421 0 0 0 0 0

32 島 県 1.127 0 0 0 0

33 528 1,047 0 0 0 260

34 広 島 県 0 0 0 0 0 0

独自事業とし
て,保健所で
隆春滲壼諸

35 山  口  県 1.236 0 0 0 465 465

36 腋 島 県 1.102 1.101 2203 0 0 0 0

37 574 574 1,148 0 0 0 0

38 850 1,500 0 0 0 0

39 高  知 335 628 0 0 0 0 0

40
目
腱 岡 県 1,702 1,702 3.404 349 698 1,058 1,058 2.116

41 左 賀 県 1,065 1,083 2.148 0 0 0 0 0 0

42 山 905 1.000 1905 0 0 0 0 0

43 1.386 1.397 2,783 0 0 0 0

44 太  ` 190 809 0 0 0 0 0

45 宮  崎  県 443 1,423 1.866 0 0 0 0

46 琵 児 島 県 226 0 0 0 0

碑 分にも
独自事業で実
襦l_イ:、ス_

47 '中 0 0 0 有料実施
:野「う1菫二′行娠 60,724 73461 134.185 1626 141879 15.050 29.929
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自治体名

肝炎ウイルス検査事業 緊急肝炎ウイルス検査事業

備考保健所実施 医療機関委託 医療機関委託
B型 C型 計 B型 C型 計 B型 C型 計

48 幌 市 0 0 0 0 0 27309 28,126 55,435

49 台  市 626 632 1_258 0 0 0 0 0 0

きい た ま 市 725 1,399 2_124 0 0 0 0 0 0

千 市 706 706 l,412 0 0 0 0 0 0

浜 市 1,830 1,830 3.660 0 0 8,311 8.311 16.622

‖ 崎  市 689 1.352 0 0 0 0 0 0

54 新 潟 市 1.023 1.141 2.164 0 0 0 0 0 0

静 岡 市 1.252 1.250 2502 0 0 0 0 0 0

56 浜 松 市 904 1318 2222 0 0 0 0 0 0

名 古 屋 市 2.197 2,197 4,394 0 0 0 0 0 0

一泉 都 市 3,943 3,943 7.886 10.705 0 10.705 10 10 20

大 阪  1 2,226 2.226 4.452 0 0 0 0 0

60 界 市 1.557 0 0 5.006 5.009 10015
一戸 市 1.548 3.582 0 0 0 0 0 0

広  島  市 1.318 1318 2.636 0 0 0 0 0 0

北 九 州 市 0 4.336 0 0 0

福 岡 市 220 673 0 0 0 0 0

□ 館 市 990 1,989 0 0 0 0 0

旭 市 0 0 0 0 0 0 0 0
虔目事業で様

饉実施

円 森 市 0 0 0 0 0 0

秋  田  市 314 314 0 0 0 0 0 0

郡 山 市 483 490 973 0 0 0 0 0 0

い わ き 市 200 200 400 0 0 0 0 0 0

宇 都 宮 市 1.404 0 0 0 0 0

越  市 757 0 0 0 0 0 0

橋  市 537 537 1.074 0 0 0 0 0 0

須 市 414 427 0 0 0 0 0 0

相 市 0 0 0 0 0 0

0 269 0 0 0 0 0 0

金 602 1,217 0 0 0 0 0 0

長 739 743 1482 0 0 0 0 0 0

94 580 580 1160
80 橋 454 464 0 0 0 0 0

: 田 594 596 1,190 0 0 0 0 0

岡  崎 602 0 0 0 0 0 0

高  槻  市 259 0 0 0 0 0

84 東 大 阪 7F 0 308 0 0 0 0 0 0

姫  路  市 382 0 0 0 0 0

奈  良  市 421 0 0 0 0 0

87 和 歌 山 TF 456 522 978 0 0 0 0 0

88 岡 山 市 1393 0 0 0 0 0 0

倉  敷  市 0 0 0 0 0 246 246 492

福 山 市 512 1.024 0 0 0 0

下 関  市 0 0 0 0 0

高  松  市 229 458 0 0 0 120 120 240

松 山 T f 750 707 1,457 0 0 0 0 0 0

94 音
同 矢ロ 市 610 1,218 0 0 0 0 0

長  崎 0 0 0 0 0 0 0 有料実施
熊 本 市 928 1,878 0 0 0 0 0 0

大  分  市 839 843 1.682 0 0 0 0 0

宮  崎  市 513 1.051 0 0 0 0 0 0

鹿 児 島 市 1.335 1351 2.686 0 0 0 0 0 0

100 ヽ 種  市 0 0 0 0 0 0

101 八 王 子 市 0 0 660 1.338

藤  沢  市 443 467 910 0 0 0 0 0 0

103 尼 崎 1 782 782 1,564 0 0 0 0 0 0

104 西 宮 市 0
”
， 436 0 0 0 0 0

105 里
（

司 295 295 590 0 0 0 0 0 0

106 大 牟 田 市 0 0 0 0 0 474 474

107 佐 世 市 194 364 558 0 0 0 0 0 0

イ果1 所設置 1 36898 40,433 77,331 15.306 266 15572 42,716 43.554 86270
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Nd 自治体名

肝炎ウイルス検査事業 緊急肝炎ウイルス検査事業

備考保健所実劇 医療機関委託 医療機関委託

B型 C型 計 .B型 C型 計 B型 C型 計
108 千 代 田 区 38 0 0 0 0

中 央 区 0 0 0 0 0

110 港 区 0 70 0 0 0 0 0 0

新  宿  区 290 222 0 0 0

文 一只 区 752 0 0 0 0 0

東 区 0 0 0 0 0 0

独目事業とし

て,保 健 所で
綸杏葬堂 襦

1 墨  田  区 228 454 0 0 0 0

1 5 江  東  区 635 1.270 0 0 0

区 324 635 0 0 0 0 0

7 黒  区 277 277 554 0 0 0 0

1 大  田  区 0 0 0 0 0 0 0 0

9 陛 田 谷 区 1.572 0 0 0 0 0

120 渋  谷  区 293 280 573 36 72 0 0 0

中 野 区 0 0 0

杉 E 174 0 0 0

D 246 492 0 0 0 0 0

区 280 563 0 0 0 0 0 0

l‖  区 30 201 207 408

反 橋 区 416 416 0 0 0 0

練  馬  区 0 0 0 3,175 3.175 6.350 0

足  立  区 0 0 0 0 0 0 0 0 有料実施
葛  飾  区 0 0 0 0 0 0 75 150

江 戸 川 区 0 0 0 0 0 0 0

区の独自事業
として医療llL
田基諄多室籠

別 区計 4602 4592 9,194 3,238 3.239 6,477 276 558

計 102,224 118,486 220,710 19,350 4,325 23.675 57,871 58,886 116,757
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肝炎情報センター〃

としての国の肝炎対策への貢献

③研修機能

肝疾患診療連携拠点病院等の医療従事者

拠点病院によるネットワータ

医療機関

医療機関

:肝疾患診療連携拠点病院で構成
iする協議会組織の事務局機能を

l ①インターネット等による最新情報提供
:

1担うなど拠点病院間の情報共有

肝疾患医療に関する診療ガイドライン、肝炎診療
をめぐる国内外の情報

NS

NS   NS

国立国際医療センター
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肝炎対策に係る主な広報等の実績(政府広報・厚生労働省広報)

平成21年 6月 1日現在

時  期
媒 体 内 容 備  考

年 月

平成20年 4月

ポスター、リーフレット インターフェロン医療費助成、肝炎ウイルス検査について 自治体等へ配布

ホームページ リニューアル 新しい肝炎総合対策の推進 厚生労働省広報

雑誌 厚生労働 4月号
インフォメーション「肝炎インターフェロン治療に対する医療費
助成制度が始まりました」

厚生労働省広報

新聞 突出し広告・全国73紙 肝炎治療に関する医療費助成が始まります 政府広報

テレビ 日本テレビ
ご存じですか～くらしナビ最前線～「新しい肝炎総合対策の推
進」

政府広報

ラジオ ニッポン放送 栗村智のHAPPY!ニッポン:「新しい肝炎総合対策について」 政府広報

6月 惟誌 享生労働 6月 号 単発記事「肝炎ウイルス検査・治療に関するお知らせ」 厚生労働省広報

12月 ポスター、リーフレット インターフェロン医療費助成、肝炎ウイルス検査について 自治体等へ配布

平成21年

2月 雑誌 厚生労働 2月号 単発記事「新しい肝炎総合対策の推進について」 厚生労働省広報

3月

ホームページ 報道発表資料等 インターフェロン治療体験談の募集について 厚生労働省広報

ホームページ 今週の政策レポート
肝炎対策について
～肝炎の早期発見・早期治療が肝がんを防ぎます :～ 厚生労働省広報

4月

雑誌 3abiネット 4月号
行政アクセス 「肝炎の検査に行こう」

http://www Aov―
online go ip/pに/media/prm/cabinet/bdcx html

政府広報

ホームページ 報道発表資料等 肝炎治療特別促進事業の運用変更について 厚生労働省広報

政府インターネットテレビ
肝硬変・肝がんを予防するために !

http://nettv gov―on‖ne goip/prg/prД2501 html
政府広報

新聞
記事下(7段)・全国フ2
紙

肝炎の早期発見・早期治療が肝がんを防ぎます ! 政府広報

政府広報オンライン クローズアップ
新しい肝炎対策の推進

http://www gov―OnHne go io/ndex html

政府広報

モバイル携帯端末 +1ts&:The News 肝炎の検査、もう受けましたか? 政府広報

5月

雑誌 厚生労働 5月号 単発記事「肝臓週間について」 厚生労働省広報

ホームページ 報道発表資料等 肝臓週間について ～肝炎は、早期発見・早期治療～ 厚生労働省広報

リーフレット 肝炎のお話(わたしのインターフェロン治療体験談) 自治体等へ配布

政府広報オンライン お役立ち記事

肝炎に効果的なインターフェロン治療
利用しやすくするために医療費助成制度が変わりました

httD://WWw gov―On‖ne go ip/index html

政府広報

ラジオ ニッポン放送 栗村智のHAPPY!ニッポンI新 しい肝炎総合対策(肝臓週間) 政府広報
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あなたは、
月干炎ウイル:ス杉さ庭野を受けたことがありますか?

・

は い

日

 い い え

口わからない

早期発見、早期治療 I

～ ウ イ ル ス性肝炎 とは ?～
ウイルス性肝炎とは、肝炎ウイルスに感染して肝臓の細胞が

壊れてい<病 気です。この病気になると、徐長に肝臓の機能が
失われていき、ついには肝硬変や肝がんに至ることもあります。
B型 及びC型 肝炎ウイルスの患者 ・感染者は、合わせて300万
人を超していると推定され、国内最大の感染症とも言われてい
ます。

～ 肝臓 のニックネームは
“
沈 黙 の臓器

"～

肝炎になつても、肝臓はなかなかSOSを 出しません。 「体
がだるい」と気付<こ ろには、かなりの重症になってしまって
います。でも大丈夫。肝炎ウイルスは、検査で分かります !肝
炎ウイルスに感染していても、適切な健康管理 ・治療で、肝炎
から肝硬変や肝がんに悪イヒするのを予防することが可能です。

*肝炎のほとんどは、肝炎ウイルスによって起こる 「ウイルス性肝炎」です。

(お問い合わせ先)

●厚生労働省健康局疾病対策課 肝炎対策推進室

■LL:03-5253-1111(月 ～金曜日、9時半～18時)

■IRL:httPブ/― mhiw go lP/bunya/kenkou/kekkaku kansenshou09/index html

●ウイルス肝炎研究財団 (病気の相談)

TEL:03-5689-8202(月 ～金曜日、10時～16時)

■JRL:h“P://-7Ⅳ hO oriP/08 consu1/index hunl

Mail:vh5@ieans ocn nejP

「いいえ」、「わからない」を選んだ方は、
是非この機会に肝炎ウイルス検査
受けましょう!

-22-
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ウイルス性肝炎 Q&A

Ql、 検査を受ける|こは?
【どんな検査?】
肝炎ウイルスに感染しているかどうかは、採血検査で判断します。
短時間で済み、また、数週間で検査結果をお知らせできます。

※感染後は3ヶ月ほどたたないと、陽性にならないこともあります。

【どこで受けられるの?】

検査を受診する機会は、以下のようなものがあります。
。お住まいの市町村での健診
・お住まいの都道府県等の保健所での肝炎ウイルス検査
※実施日程や費用などは、それぞれの実施主体によって異なりますので、
別途お問い合わせください。

Q2、 感染が分かつたら?
肝炎ウイルスに感染していたとしても、肝臓の状態は人によってまち
まちです。まずは、専門医に相談してみましょう。
<主 な治療方法(インターフェロン治療)について>

○ インターフェロンは、免疫系・炎症の調節等に作用して効果を発
揮する薬剤で、ウイルス性肝炎を根治することができるものです。

OB型 肝炎の場合は約3割、C型肝炎の場合は約5～9割の人が

治療効果を期待できます。
※ 治療効果は、遺伝子型、ウイルス量などこよって異なります。

Q3、 インターフェロン治療に対する

医療費助成制度とは?
国と都道府県では、肝炎の有力な治療法であるインターフェロン治療

について、あなたの負担額を軽減する助成を行つています。助成の対 ・

象となるのはB型 又はC型 肝炎のインターフェロン治療 です。

あなたの世帯の所得に応じて、月当たりの医療費を軽減します。

詳しぐまお近くの保健所にお問い合わせください。
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肝姉
総合的推進

早期発見、早期治療 !

検査の実施日程や費用など、
詳しくはお住まいの都道府県に
お問い合わせください。

厚 生 労 働 省
協 力 :日 本 医 師 会

B型 。C型 肝炎の

7ン ターフェロン治療に対する

肝炎ウイルス検査

を受けたことが
ありますか?

-24-
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肝炎対策に関する各自治体の普及啓発状況

自治体名
ポスター・リーフレット掲

載n配布状況
新聞 テレビ 雑誌 広報誌 ホームページ シンポジウム その他

検 杏 助 威 悧1 庸 掌 怖 時 期 室 柿 時 期 実 施 時 期 寝 施 時 期 実 施 時 期 実 施 時 期 実施時期 内 容

1 北  海  描 O ○ 通 年

2 豪  県 ○ ○ H214 H214 H214

手 O O H2010,12 H2011 H211 H206

宮 城  県 ○ O H203 H203 H204 通年 H2011 QりH205
ιゝH207/9ノ10

助成事業及び緊急肝炎検査事業について県公衆衛生協会誌に寄稿 ・掲載
断成裏糞客について医師 ・葵割師のIII修会にて講治(4回)

秋  田 ○ O H215 通年 H216 車門医による市 民公開講 座 の後濃

山  形  県 H215 H214～5 日本肝臓 学会 、地 区の薬剤 師会辱 の市 民公開講 座 や研修 会で制度 を説 明

福  島 O O H208 H207 通年 H216 H207 県広報ラジオ(肝炎医療費助成制度の案内、肝炎検査の推奨)

茨 城 O O H208 H2012 H204 H206 ラジオ放送の県政広報枠で】FN医 療費助成事業について広報を実施

栃 木  県 0 O H206 H206 H204
H206

H204 全医療機関に事業案内通知を発送

群 馬  県 O O
H206

埼 玉  県 O ○ H20 4

H20 5

H21 2 通年 H20 10

千  葉 ○ H219 H216 千葉県肝臓友の会主催の相談会において制度に関する説明会

東 京  都 ○ ○
H203

H217
H209

H205,11

H214フ
H1910～

①H2010
②H2011
③H2011
④H21 3
⑤H21 3

D肝炎検診受診勁奨のフツクカバーを書店で配布
Э肝炎についてのパネルを作成、展示・21年7月・11月にも予定      ´
シ ジオで、パネル展と受診勧奨について放送・21年5月にも放送
D街頭キヤンペーン(ホ

・
ケットティッシュ・リーフレット等の配布による制度周知と検診受診

助奨)の後援
D東京マうソンの会場で、受診勧奨のテイッシュを配布

神 奈 川 県 ○ ○ H215 H214 HヽK―FMで 医療費助成の広報を実施

新  濡 ○ H214

富 山  県 O O H213 通年 H205.9
H205

電子掲示板にて、肝炎ウイルス検査の勧奨

石 川  県 O ○ H2035 H203～ 4
H205～ 7

福 井  県 ○ O 通年 通年
①H205、H215

②H205

υ肝臓週間における日本肝風字会=催 の市民講座で、当県の肝炎対策、肝炎医
寮費助成制度、緊急肝炎ウイルス検査制度を説明
Э肝疾患患者関係団体主催の講演会等で、肝炎対策、肝炎医療費助成制度、緊

山  梨 0 O H204 H204 H219

長 野 県 0 O H207 H216 H204
H214～ 5 T町 |・Tの有縁放逮で、ワイルス肝炎横査の働集

岐 阜 県 O O
H205

H212
檬蚊広報ラジオ香組 で、ワイルス肝 炎栞科使藝及 ひ医療資助齢 1度について紹

静 岡  県 O ○
H204 H204

H214

コンピニでのポスター掲示・リーフレットの配布、
デ'ナ`△M FMヽ 日はな蔀 メー " マ́ガリ ノ` 碁IIS

愛 知  県 O O
H204,12

H204 H2011,12
H20■0

H219 ラジオ、シンポジウムについては肝臓学会等が主催するものに対し、後援

=  雷
O O H214 H2110

習 ○ H218 市民公開講座

都  府 O H214 H205 H206 H205 京都府医師会で事業説明

阪  m 通 年

兵 庫 県 0 O H213
H204

H204 H212

奈 良  県 ○ O 未定
H204

H209 通年 H204～
医師会、日本月千風学会等の関係団体が実施する県民向け、医師向けの講演会電

和 歌 山 O O 轟 年

鳥 取  県 ○ H204 H205 H204
Э記者への情報提供(医療資助成、肝炎ウイルス検診)
Э市町村に対し、市町村広報への協力を依頼(医療費助成、肝炎ウイルス検診)

島 根  県 O H213 市民公開講座

岡  山 0 H21 5́ H214 H215 晨のメールマガジン



肝炎対策に関する各自治体の普及啓発状況
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自治体名
ポスター・リーフレット掲

載・配布状況 新聞 テレビ 雑誌 広報誌 ホームページ シンポジウム その他

検 杏 助 成 制 庁 実 施 時 期 実 施 時 期 実 施 時 期 実施時期 実施時期 内 容

広 島 県 O O H204,7.10 H204.5 通 年 H20568110

U
H204/9/11,H212/3

()H2012.H212/3
()H205,H211

Э患者講習会
Э保健指導者研修
Э専門医人材育成研修
Эかかりつけ医人材育成研修

山  口 ○ ○ ラジオ等で医療費助成や肝炎ウイルス検容のPR

島  県 O O H215 H215 H215 H215 H215 H215 四国放送ラジオ、FM徳 島、メルマガ、LED掲 示板を利用して広報

香 川  県 O H204 H205 H205 H204

・香川県難病運主催思者説明会
・製薬会社主催肝炎対策研修会

高 知  県 O O H2135
H2010 H205,12

通年 H2011 H215 県庁インフォメーションタワー (検査のお知らせ)

福 岡  県 O O H214 H215 通年
・デジタル放送(NHK)の情報提供部分に掲載
・め0生 産 イヽラ々一 つ‐ロシ畜 癬 に係 ス医 霧 替 助 計 告1繭 irつい て

佐  習 O O H215.12 H219 H216 H215 H214 H215 H215 ラジオで医療貢助成事業の運用変更の説 明と横査勧奨

長 崎 県 0 H208 H206 通年 H206

熊 本 県 O O H204 H205

大 分  県 O ○ H214 H214、 5 通年 随時
日本肝臓学会大分県支部 、患者団体等の関係団体が実施する県民向けの講演

会等において、当県の肝炎対策を説明

宮 崎  県 O H203,4,7.12 H206 H204 H204 ラジオ放送

鹿 児 島 県 0 O H215
H204,6
H21135

随時
H204.5,6
H214,5

肝炎医療費助成についての説明,ウイルス検査受診の呼び掛け(ラジオ,県 医師

会FAX_ュ ース)
県後援の市民公開講座 (H205H215)に おいて制度説明

沖 縄  県 O O H212 H212 H215 肝臓学会沖縄県支部主催市民公開講座で制度説 明



肝炎対策に関する各自治体の普及啓発状況
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自治体名
ポスター・リーフレッ
ト掲載・配布状況

新聞 テレビ 雑誌 広報誌 ホームページ シンポジウム その他

綸 香 助成制唐 実施眸期 実施時期 実格時期 掌怖酔期 実怖時期 実柿時期 実施時期 内 容

48 利,IIn 市 ○ H214 通年

49 仙 台  市 O ○ H214
H214,9

H,,1
H2011

50 さいたま市 O ○ H214

51 千 葉  市 O O

52 横 浜 市 O 通年
年 3回

r r l l l～去 瞬 、 随 時

53 川 崎  市 ○ ○ 通 年 H2110 lT臓病後援会の開催

54 新 濡  市 ○ H214

55 静 岡  市 X H215,10

浜 松  市 ○ ○ H205～

:古 屋 市 O

B  Th O

○ ○ H201 通 年

60 堺 市 X

神 戸  市 ○ O

62 li3   1_lJ _ コi X 年2回程度 レディオMoMo(ラ ジオ)で肝炎について

63 広 島  市 X X

64 Jヒ九 州 市 O O H2012 通年 H215(講 演会) 随時 民間主催の肝炎関係講演会への名義後援・広報協力等

福 岡 市 O O H209 随 時 通年 随 時

・市販パンフレットや,厚生労働省作成のC型肝炎訴訟の和
解の仕組みのチラシ等を保健所窓口等で提供
・日 間 十 催 の R T器 間 柩 諾 繊 全 へ の 餡 l l I夕蓋 ・薩 錦 協 力 笙

66 函 館  市 ○ ○ H215

旭l ,‖  1雨 O X H215,9 H21.4

68 音  森  市 H215

盛 岡  市 O O H214,5 H214,5

70 FA・ 田  市 O O H216

郡  山  市 H217 H211-

72 い わ き 市 0 ○ H216 H214

73 宇 都 宮 市 O O 通年 通年

74 前  橋  市 今後検討

75 : O

船 O 年3回程度 通年
占
日 ○ つ H214 通年 H215 駅前のエキサイトビジョンによる広報

78 瞳 須 賀 市 O ○ H214

相 植 原 市



肝炎対策に関する各自治体の普及啓発状況
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自治体名
ポスター・リーフレッ
ト掲載・配布状況

新聞 テレビ 雑誌 広報誌 ホームページ シンポジウム その他

綸 杏 助成需‖庁 実施眸期 室格時期 室柿眸期 室怖眸期 室怖眸期 実施時期 実施時期 内 容

80 山  市 O O H214 H2011

81 沢  市 O 〇 H203・ 5

82 野 O 年2回程度 通年

83 阜 O 0

84 橋 市 O O
H20.5
H214

H204 H205
汗炎ウイルス検査受診勧奨及び医療費助成についてラジオ
ト●:当←

85 崎  市 ○ X H215

田  市 O O 通年 通年

津  市 ○ O 年 2回 程 度 通 年

88
宅
Ｆ 槻 市 O O H204 H204 荷作成の肝炎助成制度に関するしおりを肝炎相談者に配布

大 阪 市 0 ○ 毎 月 H204

90 路  市 O 0 H2010 市民健康展において検査勧奨チラシ配布

富  市 O O 毎月1回 通年
２

一
良  市 ○ ○ O ○ ○ ラジオ(FMど つとなら)

93 歌 山 市 ○ O H201-

94 致 X O H2o4 H204～

95 目 山  市 O O H214 H214

閣  市 0 O 毎 月 通年

松  市

98 螢 山 市 O X H216 通年

矢田  市 O O 通年 通年

100 留 米 O O 通年

101 崎 ○ ○ H21年 lⅣ検査時に肝炎及び検査について普及啓発

02 本 O O 通年

103 大 分  市 O O

104 宮  崎  市 O ○ H215

05 鹿 児 島 市 0 O 通年

106 I  ヽ樽 O 毎 月 通年

107 八 王 子 市 O O H214 通年

08 沢  市 O ○ 通年

09 E 日 市 市 ○ ○ H215

10 崎  市 O 0 未定 通年

1 1 里
（

市 0 O H20.4

大 牟 田 市 O H205 通年

佐 世 保 O O 毎月 H204 H216
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肝炎対策に関する各自治体の普及啓発状況    ´

特別区

ポスター・リーフ
レット掲載・配布状

況
新聞 テレビ 雑 誌 広報誌 ホームページ シンポジウム その他

備考

実施 時期 実施 時期 実施 時期 実施時期 実施 時期 内 容

114 千 代

中 央 区 0 0

116 港   区 ○ ○ H21621 通年 H217～ 11

新 宿 区 0

118 文 京 区 ○

台 東 D

120 墨 田 区 O 通 年 H214～
21年度から区の各種検診案内を40歳
以 上の区晨へ扶付

121 江 東 区

122 品 川 区

123 目 黒 区

124 大 田 区 O

125 世 田谷区 O ○ H205 通 年 H2010
H 2 0 5～
H , 0 8～

地域FMラ ジオ放送5回

時申催診の室内に甲繊

126 渋 谷 区 ○ 0 通 年

H215(特 定 健

診 該 当者 等
―

獣 み“ヽ どヽ

40歳の区民を対象に健診の案内と無料
で受けられる受診券を送付

中 野 区 O ○ H213.10 通 年 H215 40歳の区民に肝炎リーフレット送付

128 杉 並 区 O O

29 豊 島 区 X

130 区 O H217

荒 区 ○

32 唾 区 O O H215 通 年

33 区 ○

足 立 区 0 O 通 年

135 葛 飾 区 O ○ H216
特定健診等、区で実施する健康診査の
受診票送付時の受診案内に肝炎検査の
室内支葬鵜載

136 江戸 川 区 0 ○ H215 H214
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肝炎研究7カ 年戦略 (平成20ん26年度)
: ~ ~ ~ …

… ~ ~ ~ ~ ― ― … … … … … … … …

肝炎等の研究成果
・B型 肝炎:

インターフエロン治療

逆転写酵素阻害薬治療

口C型 肝炎 :

インターフェロン治療

ペグインターフェロンとリバ
ビリン併用療法

"肝硬変:

代償性肝硬変のインター

フェロン治療

・肝癌 : ^

ラジオ波焼灼、抗がん剤、
手術、等の治療法

・基礎:

肝炎ウイルス感染細胞、キ
メラマウスなど確立

口疫整
・

肝炎患者の推計の基、母
子感染予防、等

新規重点課題(平成20年度時点)
口B型 肝炎:

逆転写酵素阻害剤に対する耐性ウイルスの機序解明

新規逆転写酵素阻害剤等の治療薬開発

口C型 肝炎:

次世代的なインターフェロン治療法開発による根治率の改善

インターフェロン副作用の少ない治療法・治療薬開発

口肝硬変:

肝臓の線維化機序の解明から治療法開発

ヒトiPS細胞等の再生医療を利用した根治治療の開発

・肝癌 :

診断マーカーや最新の画像機器を用いた超早期発見技術の
開発

新規抗がん剤の開発、集学的治療等新規治療法の開発

・基礎:

肝炎ウイルス感染後の病態進行過程の解明

肝炎ウイルスの薬剤耐性変異にかかわる過程の解明

肝炎ウイルスによる発がん機構の解明

・疫学:

全国規模の肝炎感染者の実態解明

検診口予防・医療体制等の評価

この研究結果から、

今後7年間で、

日B型 肝炎
の臨床的治癒率、
約30%→ 40%、

口C型 肝炎
(lb高 ウイルス型)

の根治率
約50%→ 70%

・非代償性肝硬変
(Child P̈ugh C)

における5生率
約25%‐ 50%(B型 )、
約25%→ 35%(C型 )

・進行肝がん
の5生率

約25%→ 40%

を目指す。

研究費の重点化、国立感染症研究所の体制整備、人材育成、国際交流



肝炎等克服緊急対策研究事業の成果

①肝炎治療の現状と治療薬開発の方向性に関するテーマ

● 肝硬変を含めたウイルス性肝疾患の治療の標準化に関する研究 (H19-21)

→  B型 及び C型 慢性肝炎の詳細なガイ ドライン作成

● テーラーメイド治療を目指した肝炎ウイルスデータベース構築 (H19-21)

→ 肝 炎ウイルス統合データベースの構築

②肝硬変治療の現状と治療薬開発の方向性に関するテーマ

● 肝硬変を含めたウイルス性肝疾患の治療の標準化に関する研究 (H19-21)

→  ウ イルス性肝硬変に対する包括的治療のガイ ドライン作成

● インターフェロンの抗肝線維化分子機構の解明とその応用 (H20-22)

→ マ ウス星細胞の活性化時に変動するmicrO.RNA量 が前置の抽出 ｀

③肝がん治療の現状と治療薬開発の方向性に関連するテーマ

● 肝癌早期発見を目的とした分子マーカー及び画像診断システムの開発 (H20-22)

→  肝 癌の悪性度及び早期肝癌の新 しい分子マ~カ ー候補の検出

● 癌胎児性抗原を利用した肝癌の超早期診断法と発症予防ワクチンの開発 (H20-22)

→  GPC3(グ リピカン3)ペ プチ ドワクチンの臨床第 I相試験の追加

しいウイルス性肝炎治療薬の開発に向けた基礎研究の方向性に関するデーマ

● ヒ‖干細胞キメラマウスを用いた治療抵抗性の肝炎に関する研究 (H20-22)

→ 治 療抵抗性のc型 月干炎モデル及び薬剤抵抗性のB型 肝炎モデルの作成

● ジェノミクス技術を用いたウイルス性肝炎に対する新規診断・治療法の開発 (H19-22)

→ HBV感 染キメラマウス肝組織を用い、線維化にかかわるウイルス責任領域の解析

⑤肝炎等疫学研究に関連するテーマ

● 肝炎状況・長期予後の疫学に関する研究 (H19-21)

→  「 肝炎ウイルス検診」受診者、初回献血者の大規模集団における実態把握

● 肝がん患者のQOL向 上に関する研究 (H18-20)

→ 治 療法別のQOLの 把握

-31 -



年度別肝 炎等克月風緊急 対策研究事 業新規採択課題一覧      ―

①肝炎治療の現状と治療薬開発の方向性に関連するテーマ

②肝硬変治療の現状と治療薬開発の方向性に関するテーマ

③肝がん治療の現状と治療薬開発の方向性に関連するテーマ

④新しいウィルス肝炎治療薬の開発に向けた基礎研究の方向性に関するテーマ

⑤肝炎等疫学研究に関連するテーマ

研究代表者 所  属  施  ヽ 設 職名 研 究 課 題

C

田 中 榮 司 目立大学法人信j‖大学医学部 険授
B型肝炎の核酸アナログ薬治療における治療中止基準の作成と治療中止
を目指したインターフエロン治療の有用性に関する研究

持 田  智
奇玉医科大学医学部消化器内科・用
晟内科

女授
免疫抑制薬、抗悪性腫瘍薬によるB型 肝炎ウイルス再活性化の実態解明
と対策法の確立

鈴木 文 孝
国家公務員共済組合連合会 虎の問
冑院 肝臓センター 呂長 C型 肝炎における新規治療法に関する研究

竹 原 徹 日
コ立大学法人大阪大学大学院医学
系研究科

筐教授 C型 肝炎難治症例の病態解明と抗ウイルス治療に関する研究

西 日 修 平 兵庫医科大学医学部 隻授
血小板低値例へのインターフェロン治療法の確立を目指した基礎および
臨床的研究

② 坂 井 田 功
国立大学法人山口大学大学院医学
系研究科消化器病態内科学講座

女授
骨髄および脂肪由来細胞を用いた次世代型肝臓再生 ・修復 (抗線維化)
療法の開発研究

本 多 政 夫
コ立大学法人金沢大学医薬保健研
究域保健学系

女授 汗がんの新規治療法に関する研究

堀 田  博
日立大学法人神戸大学大学院医学
丼究科

吸授 汗炎ウイルスによる発がん機構の解明に関する研究

華本 和 延
74k立大学法人名古屋市立大学大学
院医学研究科

女授
慢性C型 肝炎のインターフェロン療法における幹細胞機能の変化とうつ
病発症に関する基礎 ・臨床連携研究

池 田 ― 雄
公立大学法人名古屋市立大学大学
院医学研究科

女授
日本人の細胞に由来する iPS細 胞からの誘導ヒト肝細胞を用いたキメ
ラマウス肝炎モデル開発とその前臨床応用

和 彦小 池
日立大学法人東京大学医学部Ffl属
高院

実授 lT炎ウイルスと代謝 ・免疫系の相互作用に関する包括的研究

溝 上 雅 史
日立国際医療センター国府台病院用
炎・免疲研究センター 研究センター長

B型肝炎のジェノタイプA型 感業の慢性化など本邦における実態とその
予防に関する研究

矢 野 公 士
コ立国際医療センター回府台病院肝
炎・免疲研究センター

研修推進室医 経口感染する肝炎ウイルス (A型、E型 )の 感染防止、遺伝的多様性、
および治療に関する研究

正 木 尚 彦
国立国際医療センターロ府台病院肝
炎・免疫研究センター

干炎倍報セン
スー長 汗炎に関する全国規模のデータベース構築に関する研究

森 島 恒 雄
コ立大学法人岡山大学大学院医歯
薬学総合研究科

女授
B型 肝炎の母子感染および水平感染の把握とワクチン戦略の再構築に関
する研究

町 部 康 弘
独立行政法人医薬基盤研究所基盤
的研究部

プロジェクト研
電員

膜蛋自質発現系を利用したC型 肝炎ウイルス感染受容体の生化学的 ・疫
学的解析及び感染阻害剤の開発

平成20年

左田 通 夫
久留米大学医学部 内 科学講座
消化器内科部門

女授 汗炎 ・肝硬変に対する抗ウイルス剤以外の治療法に関する研究

良 並 木 蔵蔵野赤十字病院消化器科 部長 データマイニング手法を用いた効果的なC型 肝炎治療法に関する研究

ノヽ 橋  弘
餞ユ行取法人公立病院機構長崎
医療センター 臨 床研究セン 台療研究部長 データマイニング手法を用しヽた効果的な治療方法に関する研究

岡 上  コ
士会福祉法人思賜財団大阪府済
主会吹田病院内科

院長
非アルコール性脂肪性肝疾患の病態解明と診断法、治療法の開発に関す
る研究

磯 田 勝 広
大阪大学大学院人法

科
学
究

大

研

立
学 助教

Claudin lを標的としたC型肝炎ウイルス感染阻害法の開発とその臨床
応用に向けた疫学調査

楠 本 "
岱立大学法人名古屋市立大学大
学院医学研究科腫瘍 ・免疫内科
学

助教
リツキシマブ+ス テロイド併用悪性リンパ腫治療中のB型肝炎ウイルス
再活性化への対策に関する研究

可 田 則 文
た阪市立大学大学院医学研究科
干胆膵病態内科学

攻授 インターフェロンの抗肝線維化分子機構の解明とその応用

鈴木 ― 幸 言手医科大学医学部第一内科 政授
肝発癌抑制を視野に入れた肝硬変の栄養療法のガイドライン作成を目指
した総合的研究

有 井 茂 樹
コ立大学法人東京医科歯科大学大
■院医歯学総合研究科

欧授 肝癌早期発見を目的とした分子マーカーおよび画像診断システムの開発

中面 哲也
国立がんセンター東病院 臨 床
開発センターがん治療開発部

議能再生室長
癌胎児性抗原を利用した肝がんの超早期診断法と発症予防ワクチンの開
発

雫山 一 彰 去島大学病院 消 化器内科 険授 ヒト肝細胞キメラマウスを用いた治療抵抗性の肝炎に関する研究

孝 司巨井
日立懇楽症研究所ウイルス第二

部
主任研究官 汗炎ウイルスワクチン実用化のための基礎的研究

冷木 哲 朗
コ立感染症研究所ウイルス第二

部
室 長

C型 肝炎ウイルスキャリア成立の分子基盤と新規治療薬開発のための基
礎的研究

1ヒ島 智子 目立感染症研究所 企画調整主幹 汗炎等の早期克服のための総合的推進に関する総括研究

博 生井 出 東京大学医学部付属病院 助教 肝炎の予防および治療対策に関する費用対効果分析
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平成19年 度新規採択課題

研  究  課  題

①

下 遠 野 邦 忠 菱応義塾大学医学部 攻授 肝炎ウイルスにより惹起される炎症性誘発要因及びウイルス増殖に対する人為的制御による肝炎征圧

曖 本 信 幸
山梨大学大学院 医学工学総合研究
部

女授 霜剤耐性肝炎ウイルス感染の病態解明と対策に関する研究

村 上 善 基 京都大学 医学研究科
菫学 官連 携准
鮨将

lon―codngRNAを 用いた新たな慢性C型 肝炎制御による治療法開発

沐  紀  夫
大阪大学大学院 医学系研究科消化
理 歯 赳 螢 女授 3型及びC型 肝炎ウイルスの感染による肝がん発症の病態解明とその予防・治療法の開発に関する研究

金 子 周
―

金沢大学大学院 医学系研究科 女授 ジェノミクス技術を用いたウイルス性肝炎に対する新規診断・治療法の開発

熊 田 博 光 えの門病院分院肝臓センター 院長 lT硬変を含めたウイルス性肝疾患の治療の標準化に関する研究

吉上 雅 史
公立大学法人名古屋市立大学大学

院研究科
敗授 テーラーメイド治療を目指した肝炎ウイルスデーターベース構築に関する研究

③ 卜俣  政 男
東京大字 医字 部 r・l属病院 (消化 器

勾科 )
険授 ウイルス肝炎による肝がんの再発防止メカニズムの解明に関する研究

④

山ロ ー ガ ヨユ 懸 茉 肛 勁 九 PJ T皿故
・
女 =l I勁

部長 ウイルス肝炎感染防止体制の確立に関する総合研究

協 田 隆 専 ヨ立感染症研究所ウイルス第二部 部長 肝炎ウイルスの培養系を用いた新規肝炎治療法の開発

К落  利 リ
コエ 懸業 症 研究 FJr皿故 ・女 =性 研
ヤ凱 室長 肝炎ウイルス感染防御を目指したワクチン接種の基盤構築

公浦  善 治 大阪大学微生物病研究所 教授 HCV感 染における宿主応答の分子機構の解析と新規創薬標的の探索

⑤ ヨ 中 純 子
ム島大学大学院 医歯薬学総合研究

準教授 肝炎状況・長期予後の疫学に関する研究

1

③ 藤 原 研 司
腹立 行 政 法 人 労 働 者 健 康 福 祉 機 構
書五 “ ,`痣 障 院長 肝がん患者の00L向 上に関する研究

④ J 池ヽ 和 彦 東京大学医学部 附属病院 致授 肝炎ウィルス感染の肝外病変の基礎的及び臨床的包括研究

⑤

矢 野 公 士
はユ IT以 法 人 国 工 洒 瞬 機 1日長 崎 曝

室 長 E型肝炎の感染経路 ・宿主域 ・遺伝的多様性 ・感染防止 ・診断・治療に関する研究

快 葉  降 東京女子医科大学血液浄化療法科 教授 透析施設におけるC型肝炎院内感染の状況.予後・予防に関する研究

井 上 真 奈 美
目立がんセンターがん予防・検診研
や‐ シ々 _ 室長 C型 肝炎の状況 ・長期予後の疫学像の解明に関する研究

7

① た 戸   斉 5島 県立医科大学 医学部 教授 C型 肝炎ウイルスの母子感染防止に関する研究

② 八 橋  弘
コ=病 院 機構 長 崎 医療センター

臨
末研修センター 治 療研究部

部長 肝硬変に対する治療に関する研究

③ 雪 村 泰 治 帳本大学大学院 医学薬学研究部 教授 新規癌胎児性抗原を利用した肝細胞癌の診断と治療

④

ヽ 山 一
彰

ム島大学大学院医歯薬学総合研究
ll 教授

C型肝炎新規治療開発に資するプロテオーム解析を用いた治療標的分子の網羅的検索系とヒト肝細胞キメラマウスHCV感染
モデルを用いた実証系の開発に関する研究

自 村 達 男 コ立感染症研究所ウイルス第二部 部長 D型肝炎の治療とキャリアからの発症予防に関する基礎研究

脇 田 隆 字
東京都医学研究機構東京都神経科
学総合研究所

ヨ1参事研究員 培養細胞で感染複製および粒子形成が可能なC型 肝炎ウイルス株を利用したワクチン開発

三  宅   智 ョ立感染症研究所 企画調整主幹 肝炎等の早期克服のための総合的推進に関する総括研究

⑤ 脅 柳  豊 新潟大学教育研究院医歯学系 教授 L3分画および流血 中癌細胞テロメラーゼを指標とした肝細胞癌のサーベイランスの有用性

①

可 田 純 男 山形大学 医学部 段授 3型及びC型肝炎ウイルスの新たな感染予防法の確立のための感染病態解明に関する研究

棒  紀  夫 木阪大学大学院医学系研究科 険授 3型及びC型 肝炎ウイルス感業者における新たな発がん予防法の確立 のための肝がん発生等の病態解明に関する研究

雪 澤 浩 司
ス島入字 入字 院 医菌楽字 総含 研究

段授 3型及びC型 肝炎の疫学及び検診を含む肝炎対策に関する研究

贖 田 博 洸 先の門病院 ヨ1院長 3型及びC型 肝炎ウイルスの感染者に対する治療の標準化に関する臨床的研究

ヨヨ田 守 人
大阪大学大学院 ・医学系研究科

書態制御外科
険授 D型肝炎への肝移植後の免疫抑制法に関する研究

高 田 泰 次 壼都大学医学部附属病院移植外科 助教授 主体肝移植後のC型 肝炎再発予防を目指したステロイ悧 不使用による免疫抑制療法に関する研究

③
沖 田  極 J口 大学 医学部 険授 膚期別にみた肝がん治療法の費用効果および00Lの 観点からみた有効性に関する研究

小 俣 政 男 東京大学大学院 医学系研究科 険授 予後改善を目指した肝臓がん再発に影響を与える因子に関する研究

⑤ 佐 藤 田 鶴 子 日本歯科大学歯学部 散授 歯科診療におけるB型 及びC型 肝炎防止体制の確立に関する研究

平成15年度新規採択課題

〇

′ヽ橋 弘 部長 肝炎ウイルス等の標準的治療困難例に対する治療法の確立に関する研究
冑地 秀 ヨ立郡山病院 院長 令血後肝炎に関す る研究

山崎 親雄 ll団法人 日本透 析医会 会長
■液透祈施設におけるC型肝炎感染事故 (含:透析事故)防 止体制の
進立に関する研究

古屋 英毅 日本歯科大学歯学部 教授 歯科診療におけるC型 肝炎の感染 リスク低減に関する研究

白木 和夫 鳥取大学医学部小児科学 名誉教授 C型肝炎ウイルス等の母子感染防止に関する研究

② 石井 裕正
慶應義塾大学医学部

消化器内科学
教授 ●期肝硬変に対する治療に関する研究

③
門 田 守人

大阪大学大学院 ・医学系研究科

病態制御外科
教授 菫行肝がんに対する集学的治療に関する研究

藤原 研司 埼玉医科大学医学部 牧授 汗がん患者の00L向 上 に関す る研究

④

奥村 二郎 ヨ立感染症研究所 企画調整主幹 肝炎等の早期克月長のための研究の総合的推進に関する総括研究

加藤 宣 之
司山大学 大学 院
晏歯堂紗 合椰空 利 牧授 汗炎ウイルスによる宿主細胞がん化メカニズムの解明に関す る研究

油谷 浩幸
東京大学
国際 ・産学共同研究センター 教授

新規肝がん関連遺伝子の網羅的探索とDNAチ ップを用いた遺伝子の
相互関連性に関す る研究

J 池ヽ 和彦 東京大学医学部 感染症内科 助教授 トランスジェニック ・マウスを用いた肝発がんメカニズムの解析

公浦 善治
大阪大学微生物病研究所
エマージング感染症研究センター 険授 曼性C型 肝炎に対す る治療用 ヒ ト型抗体の開発に関する研究

⑤ 日本 俊 弘 壺業医科大学医学部衛生学請座 攻授 曖場における慢性肝炎の増悪要因 (化学物質暴露等)及 び健康管理に関する研究
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